
背景・目的 事業概要

事業スキーム

環境中の化学物質が子どもの健康に与える影響が解明されておらず、子
育てへの不安が広がっている。その解明のため、大規模な疫学調査が必要。

エコチル調査とは、胎児期から小児期にかけての化学物質曝露が子ども
の健康に与える影響を解明するための、長期的・大規模な追跡調査。
なお、事業期間は平成22年度から平成44年度まで実施予定である。

期待される効果

環境中の化学物質が子どもの健康に影響を与える環境要因を明らかにす
ることにより、適切なリスク管理体制を構築し、安心・安全な子育て環境
の実現と少子化対策への貢献に繋げる。

平成25年度予算
○○百万円
平成27年度要求額

億円子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査） 平成28年度予算（案）4,462百万円（4,520百万円）
（平成27年度補正予算（案）1,298百万円）

委託

国
(調査結果を用いた環境施策の検討）

ユニットセンター（全国15大学）
（参加者追跡、生体試料採取等）

民間団体等

（広報等）

請負

コアセンター（国立環境研究所）

（研究計画立案、化学分析等）
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